
TEL:0120-555-790

個別販売・パック販売申込書

以下の内容で予約を申込みます。� ※3階はB・Cタイプのお部屋のみのお申込みとなります。

1 試合ご希望の場合

ご希望 フロア 部屋タイプ 価格 観戦
ご希望日 対戦カード

第 1希望 3階 4階 A-1 B C ／

第 2希望 3階 4階 A-1 B C ／

第 3希望 3階 4階 A-1 B C ／

パックご希望の場合

ご希望 フロア 部屋タイプ 試合数 価格 ご希望パック

第 1希望 3階 4階 A-1 B C 10 20 30 1 2 3 4 5 6 7

第 2希望 3階 4階 A-1 B C 10 20 30 1 2 3 4 5 6 7

第 3希望 3階 4階 A-1 B C 10 20 30 1 2 3 4 5 6 7
※ 20試合パックをご希望の場合は、パックを 2つお選びください。　※ 30試合パックをご希望の場合は、パックを 3つお選びください。

価格表� ※価格税別表記でございます。

フロア 部屋タイプ 定員 １試合単価 １０試合パック ２０試合パック ３０試合パック

３階 B １０名 ¥400,000 ¥3,800,000 ¥7,200,000 ¥10,200,000
C １６名 ¥500,000 ¥4,750,000 ¥9,000,000 ¥12,750,000

４階 A-1 　８名 ¥300,000 ¥2,850,000 ¥5,400,000 ¥7,650,000
C １６名 ¥500,000 ¥4,750,000 ¥9,000,000 ¥12,750,000

※飲食料金は含まれておりません。お食事ご利用の際は必ず事前申込書にてご予約をお願いいたします。なお、飲食物の持込みはお断りしておりますので、ご了承ください。

◦予告なく内容が変更されることがございます。
◦お部屋に限りがございますので、ご希望に沿えない場合がございます。予めご了承ください。
◦客室定員を超過する人数の入室をご希望される場合は、弊社にご相談ください。尚、部屋内には定員分の座席しかございませんので、ご了承ください。
◦1名増えるごとに30,000円（税別）の別途料金が必要になります。
◦雨天等による試合中止（試合成立前）の場合は、当該試合の振替試合をご利用いただきます。払戻しはございませんので、予めご了承ください。

ご注意事項

お申込み日2019年　　月　　日

必要事項をご記入の上、下記EメールアドレスにてPDFデータまたはFAXでお送り下さい。
 Eメール   sponsor@denabaystars.co.jp　　 FAX   045-663-7117

貴社名（氏名）

貴社ご住所 〒

電話番号 　　　　　ー　　　　　ー FAX番号 　　　　　ー　　　　　ー

メールアドレス @

お支払方法 請求書　　要　・　不要

□ 本申込みの内容に相違がないことを確認し、NISSAN STAR SUIETS個別販売・パック販売申込み規約に同意します

様 様ご担当者名印

※お支払は振込のみとなります。振込先は受付完了後にご案内いたします。
※お申込み貴社名またはご担当者名以外の宛名の領収証発行はできかねますのでご了承ください。
※領収書が必要な場合には、お申込み後にご連絡を頂きますようお願い致します。



NISSAN STAR SUITES
申込者（以下「甲」という。）と株式会社横浜 DeNA ベイスター
ズ（以下「乙」という。）とは、横浜スタジアム内 NISSAN STAR 
SUITES（以下「スイート」という。）の利用に関し、次の通り契約（以
下「本契約」という。）を締結する。

第 1 条　�乙は、スイートのうち、次の客室（以下「本件客室」という。）
を、本契約の下、野球観戦等の目的で甲の利用に供し、
甲は本契約の各条項を遵守することを承認のうえ、本件
客室を利用する。
２　�甲は、甲又は甲が指定する甲以外の第三者（甲が法

人である場合の甲の役職員を含み、以下「甲の指定
する者」という。）に本件客室を利用させることがで
きる。

３　�甲は、甲が指定する者に本件客室を利用させるとき
は、本契約、利用要項及び「試合観戦契約約款」の
各条項を甲の指定する者に遵守させなければならな
い。また、本件客室内の器物の損壊など甲の指定す
る者の行為及びその結果については甲が一切の責任
を負うものとする。

４　�甲は、甲の役職員一名の緊急連絡先を乙に通知する
ものとし、甲の指定する者の本件客室利用時に、乙
から要求あるときは、甲の役職員一名が対応できる
ようにするものとする。

（対象試合）
第 2 条 　�甲が本契約に基づき本件客室を利用できる日は、球場で

開催される横浜 DeNA ベイスターズ主催のプロ野球公
式戦のうち甲が希望し、乙が承認した試合の開催日（以
下「対象試合」という。）とする。なお、対象試合が雨
天等により中止となった場合、該当試合の振替試合を対
象試合とする。

（利用可能時間）
第 3 条　�前条の対象試合において甲又は甲の指定する者（甲と甲

の指定する者と合わせて以下「甲等」という。）が本契
約に基づき本件客室を利用することができる時間（以下

「利用可能時間」という。）は、前条に定める対象試合に
おいて球場が指定する開場時刻から試合終了後 30 分ま
でとする。

（利用料及び支払方法）
第 4 条　�甲は、本契約の対象試合に本件客室を利用しないことが

あっても、利用料の減額又は返還を乙に請求することが
できない。
２　�本契約締結後、甲は乙に、利用料に消費税等を加え

た額を、本契約締結後 10 営業日までに乙が指定す
る銀行口座への振込みにより乙に支払う。ただし、
振込手数料は甲の負担とする。

（利用人数）
第 5 条　�本客室は定員制とする。ただし、乙が承諾した場合、客

室定員を超える人員を入場させることができる。甲は、
定める客室定員を超える人員を本件客室に入室させる場
合、1 名増える毎に 30,000 円（消費税等別途）を乙に
支払うものとする。なお、乳児、幼児その他の未成年者
も人数にカウントするものとする。本客室の定員人数及
び最大追加可能人数は別紙スポット販売ご案内のルーム
タイプを参照。

（利用方法）
第 6 条　�甲等による本件客室の利用方法については、利用要項の

定めるところによる。
２　�甲等が本件客室を利用するときは、甲は、乙が別に

定める方法により、事前に電子メールまたはファッ
クスにより乙が指定する者に通知する。

３　�前項の通知なく甲等が本件客室を利用しようとした
ときは、乙は、甲等による本件客室の利用を拒絶す
ることができる。

４　�甲等が本件客室の利用後に本件客室内に残置した動
産の引取費用や撤去費用は、甲等の負担とする。

（甲の利用範囲）
第 7 条　�甲は、対象試合に限って乙が所有する本件客室を球場に

おける野球観戦等の目的でのみ利用できるものであり、
本件客室に関してその余の権利を有していない。乙は、
上記対象試合以外の日時において本件客室を自由に利用
できるものであり、甲は、これに対し、何ら異議を述べ
ない。

（費用の負担）
第 8 条　�甲等による本件客室の利用によって要した水道光熱費、

乙が設置した設備及び備品並びに本件客室の維持管理、
修繕及び交換等の費用は、乙が負担する。ただし、甲等
の責めに帰すべき破損又は汚損等による修繕及び交換等
の費用は甲が負担する。
２　�甲は、甲等が本件客室の利用に際して要した飲食費

を負担するものとし、その支払方法等については利
用要項の定めるところによる。

（駐車場の提供）
第 9 条　�甲等は、第 4 条に定める本件客室の利用可能時間及びそ

の前後 30 分内に限り、1 台分の駐車場を無償で利用す
ることができる。

（甲の注意義務）
第 10 条　�甲は、本件客室、本件客室に係る共用部分（以下「本件

共用部」という。）及び前条に定める駐車場（以下合わ
せて「本件諸施設」という。）を利用するに当たり、本
契約及び利用要項を遵守するとともに、適宜乙及び乙の
指定する者（乙が本件諸施設の運営又は警備等を委託す
る者を含む。以下同じ。）の指示に従い、善良な管理者
の注意を持って利用しなければならない。

（禁止事項）
第 11 条　�甲等は、本件諸施設において次の各号に掲げる行為をし

てはならない。
（１）�本件客室の全部または一部を甲の指定する者を除

く第三者に占有させること。
（２）�乙の事前の承諾なく本件客室内の内装、家具及び

備品を変更し又は持ち出すこと。
（３）�乙の事前の承諾なく家具、設備及び備品を持ち込

むこと。
（４）�暴力団又はその関係団体若しくはこれに類する反

社会的団体又はその関係者に本件諸施設を利用さ
せること。

（５）�本件諸施設において商標又は商号等を掲示して宣
伝をすること。

（６）�スイートの他の利用者に迷惑を及ぼし、又は不快
の念を抱かせる行為をすること。

（７）�前各号のほか、公の秩序又は善良なる風俗に反す
る行為及び利用要項に定める禁止行為をすること。

２　�甲等が前項各号に定める禁止行為をしたときは、乙
は、本件客室の利用可能時間内であっても、甲等に対
し、本件諸施設からの退去を求めることができるも
のとし、甲等は、乙の指示に従わなければならない。

（転売の禁止等）
第 12 条　�甲は、乙の書面による承諾なく、本契約上の地位を第三

者に譲渡し、又は担保設定してはならない。
２　�甲等は、本契約に基づく権利を第三者に譲渡し、又

は担保に供してはならない。
３　�甲は、本契約に基づき乙から交付される本件客室へ

の入場に必要なチケットの全部又は一部を第三者に
転売してはならない。ただし、乙が事前に承諾した
時はこの限りでない。

（乙の立入権）
第 13 条　�乙又は乙の指定する者は、本件客室の管理運営上必要と

認めるときは、本件客室の利用可能時間内においても本
件客室に立ち入り、適宜の措置を講じることができる。
また、甲等はこれに協力しなければならない。
２　�前項の立ち入りの結果、乙が必要と認めるときは、

乙は、甲等に対し、本件客室からの退去、本件客室
への立入り禁止等を求めることができ、甲等はこれ
に従うものとする。

（届出義務等）
第 14 条　�甲は、乙に対し、本件客室の利用に関する担当責任者を

書面をもって届け出なければならない。担当責任者を変
更する場合も同様とする。
２　�乙は、本件客室の利用について、前項の担当責任者

に対して連絡又は通知をするものとし、これをもっ
て甲に連絡又は通知したものとみなす。

３　�甲は、次の各号に掲げる事実が生じたとき又はその
おそれがあるときは、直ちに乙に対して書面をもっ
て届け出なければならない。

（１）�商号、本店所在地、代表者、主たる事業目的
又は重要な組織の変更

（２）�事業の全部若しくは重要な一部の譲渡又は事
業の全部の譲受け

（３）�合併、会社分割、株式交換又は株式移転
（４）�株主構成の重大な変更
（５）�前各号のほか、甲の事業及び財産に関する重

要な事実であって、甲乙間の取引に影響を及
ぼすこと。

（免責）
第 15 条　�乙は、天災地変、火災、盗難、諸設備の故障など乙の故

意又は重大な過失に基づかない事由に起因する甲の損害
や不利益については、その責めを負わない。
２　�前項のほか、乙が行う必要な球場の修繕、改造及び

増築等の工事により本件客室の利用が一部制限さ
れ、又は本件客室の利用ができないことにより甲が
被った損害や不利益について、乙は、その責めを負
わない。

（遅延損害金）
第 16 条　�甲は、本件客室の年間利用料の支払その他乙に対する

債務の履行を怠ったときは、その遅延日数につき、年
14.6% の割合による遅延損害金を乙に支払わなければな
らない。

（損害賠償）
第 17 条　�甲は、本契約に違反し、乙に損害を与えたときは、その

損害を賠償しなければならない。
２　�甲等の故意又は過失により乙又は第三者に損害を与

えたときは、甲は、速やかにその旨を乙に通知する
とともに、その損害を賠償しなければならない。

３　�前項に定める事由により乙が第三者から責任を追及
された場合、乙は、賠償責任の有無、賠償額等につ
いて、事前に甲と協議する。

４　�前項により乙が甲に代わって第三者の損害を賠償し
たときは、乙は、甲に対し、直ちに当該損害賠償額
その他損害を賠償するために要した一切の費用の償
還を請求することができる。

（解除）
第 18 条　�甲が次の各号のいずれかに該当したときは、乙は、甲に

対して何らの通知又は催告を要せず、直ちに本契約を解
除することができる。

（１）�手形若しくは小切手を不渡りとし、又は支払を停
止したとき。

（２）�監督官庁から営業の取消し又は停止等の処分を受
けたとき。

（３）�第三者から仮差押え、仮処分、差押え、強制執行
若しくは競売の申立て又は公租公課に係る滞納処

分を受けたとき。
（４）�破産手続開始、民事再生手続開始又は会社更生手続

開始の申立てを受けたとき又は自ら申し立てたとき。
（５）�合併によらず解散したとき。
（６）�経営者の変更、組織変更、主たる事業目的の変更

などにより経営主体に実質的な変更が生じ、本契
約を継続し難いと認められるとき。

（７）�本契約、利用要項又は「試合観戦契約約款」に違反し、
相当な期間を定めてその是正を催告されたにもか
かわらず、当該期間内に是正しないとき。

（８）�乙又はスイートの他の利用者の信用を損ない、又
は乙の営業を妨害する行為があったとき。

（９）�本契約の趣旨に違背するような重要な背信行為（作
為及び不作為のいずれによるものも含む。）があっ
たとき。

（10）�甲乙間の信頼関係が破壊されたものと乙が判断し
たとき。

（11）�前各号のいずれかが発生するおそれがあると認め
られたとき。

２　�前項に定める事由により本契約が解除されたとき
は、甲は、利用料の返還を乙に請求することができ
ない。

（反社会的勢力の排除）
第 19 条　�甲及び乙は、次の各号に掲げる事項について相互に保証

する。
（１）�現在および将来において、自社、自社の取締役、

監査役等の会社役員及び自社の従業員その他自社
との雇用契約を締結しているすべての者並びに主
要な株主が、暴力団、暴力団関係企業、総会屋、
社会運動標ぼうゴロその他暴力、威力、詐欺的手
法を駆使して経済的利益を追求する集団又は個人
ないしこれらに準じる者（以下「反社会的勢力」
という。）ではないこと。

（２）�反社会的勢力から、直接・間接を問わず、かつ、
名目の如何を問わず、資本・資金を導入し、資本・
資金関係の構築を行っておらず、今後も行わない
こと。

（３）�反社会的勢力に対して、直接・間接を問わず、か
つ、名目の如何を問わず、資金提供を行っておらず、
今後も行わないこと。

（４）�現在および将来において、反社会的勢力が、直接・
間接を問わず、自社の経営に関与していないこと。

（５）�取引の相手方に対し、暴力的又は威迫的な要求行
為や法的な責任を超えた不当な要求行為を行わな
いこと。

２　�甲及び乙は、相手方が前項の保証に反しているとき
は、相手方に対する一方的な意思表示によって、本
契約を解除することができる。

３　�甲及び乙は、相手方に対し、第 1 項の保証の違反な
いし前項による契約の解除によって被った損害の賠
償を請求することができる。また、相手方は、本契
約の解除により生じた損害について何らの請求もで
きない。

（不可抗力等による本契約の終了）
第 20 条　�天災地変等の不可抗力又は甲乙双方の責めに帰すること

のできない事由により、本件客室及び本件共用部の全部
又は一部が滅失又は毀損し、本契約の目的を達すること
が不可能になった場合は、本契約は当然に終了する。
２　�前項の場合において、乙は、甲に対し、甲から受領

した利用料のうち、本契約が終了した日の翌日以降
の分に相当する額を、本件客室の利用可能日数によ
り日割計算して返還するものとする。

３　�第 1 項の場合において、乙は、甲が被った損害につ
いて、その責めを負わない。

（契約終了時の措置）
第 21 条　�本契約が終了したときは、甲は、直ちに本件客室の利用

に関連して乙から提供された一切の物品を乙に返還する
とともに、乙の事前の承諾を得て甲が設置した内装、家
具、設備、備品等を撤去するなど、本件客室を原状に復
さなければならない。この場合において、原状に復する
ために要した一切の費用は、甲が負担するものとする。

（一方的解約の禁止）
第 22 条　�甲は、本契約の締結後、第 20 条に定める場合を除き、

本契約を一方的に解約することはできない。

（秘密保持）
第 23 条　�甲は、本契約に関し知り得た乙の秘密及び本契約の内容

を、本契約の有効期間中はもとより本契約終了後といえ
ども、乙の承諾なくして第三者に漏えいしてはならない。

（借地借家法の不適用等）　
第 24 条　�甲は、乙に対し、本契約が球場における野球観戦等のた

め対象試合に限って本件客室の一時的かつ断続的な利用
のみを目的とするものであること、甲は本件客室を占有
する排他的権利を有しないこと、本契約が借地借家法の
適用を一切受けないことについて、各々確認する。

（管轄裁判所）
第 25 条　�甲及び乙は、本契約に関する一切の訴訟について、横浜

地方裁判所を第１審の専属的合意管轄裁判所とする。

（定めがない事項等）
第 26 条　�本契約に定めがない事項及び本契約の定めについて生じ

た疑義の解釈については、甲及び乙が別途協議のうえ決
定する。


